



























ルトニアンとして、モット絶縁体の原子極限に相当する H = ∑α ϵαnˆα + U2 Nˆ(Nˆ − 1) を考える























γ=1; U=16; εd =-4
lower T



































ε ≈ 0付近に近藤ピークが現れる。挿入図は ε ≈ 0付近の拡大図。（中央）線形コンダクタンス
の温度依存性。Costi-Zlatic (2010)らによる数値くりこみ群による結果との比較。T ≳ 0.7TK
の温度領域では、解析結果が定量的にも良く一致する。（右）有限バイアスにおける非平衡局所
状態密度スペクトル。低温で現れる ε ≈ 0付近の近藤ピークが有限バイアスにより分裂する。
























図 2 （左）サイド結合 T字型二重量子ドット系の模式図。（右）量子ドット 1(QD1)の状態密
度の温度変化。量子ドット 2(QD2)の近藤効果により、半行動共鳴が低温で現れる。






































ここで、ANa , AEa は外部環境によるアフィニティー（親和力）を表し、端子 aからドットへ流入す






完全計数統計として電流・熱流のキュムラント生成関数 F (λ)が Levitov-Lesovik公式として知ら
れているが、定常状態の熱力学関数とどのように関係付けられるのかは、現時点ではまだわかって
いない。我々は、特に非平衡共形場理論やホログラフィック理論を用いて考察されてきた低温領域







E + 2iλ)− Φss(β¯, AE)
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